
 

 

 

       
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

啓発ﾎﾟｽﾀｰ審査結果    ･･･ １ 

宝塚ｻﾏｰﾌｪｽﾀ 2009     ･･･ ２ 

市民教養講座     ･･･ ３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                    第 3 号 

平成２１年１１月１２日 

宝塚市明るい選挙推進協議会 

広報委員会 

〒665-8665 宝塚市東洋町１番１号 

宝塚市選挙管理委員会事務局内 

℡ 0797-77-2032 FAX 0797-74-1818

明るい選挙の推進、投票総参加

を目標に活動する団体で、市各

種団体等から推薦いただいた

方たちから成る組織です。 
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宝
塚
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会 

会
長 

坪
田 

壽
美
榮 

今
年
度
は
、
市
長
、
県
知
事
・
県

議
補
欠
、
衆
議
院
議
員
総
選
挙
と
選

挙
が
半
年
の
期
間
に
３
回
も
つ
づ

き
、
大
変
慌
し
く
活
動
を
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。 

い
ず
れ
の
選
挙
を
と
り
ま
し
て
も
、
期
日
前
投
票
所
の
投
票
管

理
者
や
投
票
立
会
人
、
ま
た
市
内
主
要
駅
前
等
で
の
街
頭
啓
発
活

動
な
ど
に
た
く
さ
ん
の
人
員
を
要
し
ま
す
。
私
も
、
み
な
さ
ま
と

御
一
緒
に
活
動
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
改
め
て
こ
の
協
議
会
の
役

割
の
大
き
さ
を
実
感
し
た
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

炎
暑
の
な
か
、
活
動
し
て
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
本
当
に
お
疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

来
年
の
夏
に
は
、
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
控
え
て
お
り
ま
す
。

低
迷
す
る
宝
塚
市
の
投
票
率
に
対
し
、
明
推
協
委
員
な
ら
び
に
、

推
進
員
一
同
知
恵
を
絞
り
、
協
議
会
と
し
て
少
し
で
も
投
票
率
上

昇
に
貢
献
で
き
る
活
動
が
行
え
る
よ
う
、
み
な
さ
ま
と
と
も
に
鋭

意
努
力
を
続
け
て
ま
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。 

明
る
い
選
挙
啓
発
ポ
ス
タ
ー
入
賞
者
決
定 

 

高
校
応
募
作
品
は
県
入
賞
→
中
央
審
査
へ

宝塚市明推協入賞作品 

【
入
選
】 

 
 
 
 
 
 

14
点 

②
宝
塚
第
一
小
２
年
杉
本
愛
乃
さ
ん
（
県
審

査
）
、
⑥
長
尾
台
小
３
年
丹
羽
穂
乃
絵
さ
ん

（
県
審
査
）
、
⑦
長
尾
南
小
２
年
山
下
小
夏

さ
ん
、
⑤
中
山
桜
台
小
６
年
山
田
ひ
か
る
さ

ん
、
中
山
桜
台
小
６
年
大
野
木
夏
海
さ
ん
、

長
尾
南
小
６
年
豊
島
早
稀
さ
ん
（
県
審
査
）
、

③
仁
川
小
６
年
亀
丸
歩
里
さ
ん
、
小
林
聖
心

女
子
学
院
小
６
年
柴
田
実
桜
さ
ん
、
御
殿
山

中
３
年
三
重
野
奈
緒
さ
ん
（
県
審
査
）
、
長

尾
中
１
年
大
勝
遥
奈
さ
ん
（
県
審
査
）
、
宝

梅
中
１
年
今
井
崇
人
さ
ん
（
県
審
査
）
、
④

宝
梅
中
１
年
荻
野
沙
也
花
さ
ん
（
県
審
査
）
、

宝
梅
中
１
年
中
村
一
貴
さ
ん
（
県
審
査
）、

①
宝
塚
高
校
３
年
川
田
聖
菜
さ
ん
（
県
審

査
、
中
央
審
査
） 

【
佳
作
】 

 
 
 
 
 

15
点 

宝
塚
第
一
小
３
年
村
上
凛
香
さ
ん
、
仁
川
小

学
校
２
年
平
朱
里
さ
ん
、
長
尾
小
学
校
３
年

陰
山
恭
平
さ
ん
、
小
林
聖
心
女
子
学
院
小
３

年
今
城
有
香
子
さ
ん
、
小
林
聖
心
女
子
学
院

小
３
年
黒
岩
美
緒
さ
ん
、
光
明
小
５
年
永
井

聖
也
さ
ん
、
仁
川
小
６
年
西
下
涼
穂
さ
ん
、

小
浜
小
５
年
古
野
壮
一
郎
さ
ん
、
売
布
小
５

年
岡
本
隆
宏
さ
ん
、
良
元
小
５
年
高
橋
清
香

さ
ん
、
宝
塚
中
１
年
森
田
千
尋
さ
ん
、
宝
塚

中
１
年
伊
藤
諒
さ
ん
、
宝
塚
第
一
中
１
年
津

田
綾
子
さ
ん
（
県
審
査
）
、
長
尾
中
１
年
石

田
優
奈
さ
ん
、
安
倉
中
１
年
井
藤
沙
織
さ
ん 

 

今
年
度
は
、
小
学
校
63
作
品
、
中
学
校
130
作

品
、
高
校
１
作
品
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。 

な
お
、
審
査
に
つ
い
て
は
、
県
審
査
ま
で
終

わ
っ
て
お
り
ま
す
。
各
賞
に
つ
い
て
は
以
下
の

と
お
り
で
す
。 

な
お
、
21
年
度
総
会
は
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
兆
し
が

あ
り
、
総
会
の
延
期
や
議
案
に
つ
い
て
書
面
で
了
承
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
れ
に
と
も
な
い
、
明
推
協
だ
よ
り
も
遅
れ
て
今
日
の
発
行
と

な
り
ま
し
た
。 

７
市
１
町
明
推
協
総
会
も
宝
塚
で
来
年
１
月
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

今
後
も
御
支
援
、
御
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

① ③② ④

⑤ ⑥ ⑦
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投票率 

投票率

順位 

篠山市 73.39% ① 

芦屋市 70.07% ② 

猪名川町 70.00% ③ 

三田市 69.32% ④ 

川西市 68.82% ⑤ 

宝塚市 67.32% ⑥ 

尼崎市 67.27% ⑦ 

西宮市 67.04% ⑧ 

伊丹市 65.33% ⑨ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宝
塚
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

2009
に 

明
推
協
ブ
ー
ス
出
展 

今
年
も
明
推
協
と
し
て
、
末
広
中

央
公
園
で
８
月
22
日
（
土
）
に
催
さ

れ
ま
し
た
宝
塚
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ

に
、
出
展
い
た
し
ま
し
た
。 

 

啓
発
ブ
ー
ス
の
出
展
は
午
後
４

時
か
ら
フ
ェ
ス
タ
終
了
ま
で
で
し

た
が
、
選
挙
に
関
す
る
豆
知
識
や
選

挙
ク
イ
ズ
、
子
供
向
け
ゲ
ー
ム
に
、

来
場
者
か
ら
は
大
変
好
評
を
得
ま

し
て
、
大
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
当
日
は
衆
議
院
選
挙
の
街

頭
啓
発
を
行
い
、
啓
発
物
品
や
啓
発

ビ
ラ
の
配
布
、
期
日
前
投
票
の
Ｐ
Ｒ

に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
中
、
御
協

力
い
た
だ
い
た
明
推
協
委
員
並
び

に
推
進
員
の
み
な
さ
ま
本
当
に
お

疲
れ
様
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

来
年
度
サ
マ
ー
フ
ェ
ス
タ
出
展

の
際
に
は
、
是
非
、 

ま
た
御
参
加
い
た 

だ
き
ま
す
よ
う 

お
願
い
い
た
し 

ま
す
。 

２２１１
年年
度度
役役
員員
紹紹
介介  

 

会 

長 
 
 
 

坪
田 

壽
美
榮 

副
会
長 

 
 
 

政
井 

小
夜
子 

松
田 

 

保 

幹 

事 
 
 
 

竹
中 

倭
文
男 

 
 

中
原 

光
男 

田
中 

久
司 

稲
野 

秀
子 

豊
田 

恭
子 

前
嵜 

京
子 

福
本 

芳
博 

藤
井 

芳
子 

【
企
画
委
員
会
】 

委
員
長 

 
 
 
 
 
 
 

松
山 

松
子 

副
委
員
長 

 
 

岡
林 

弘
子 

委 

員 
 
 
 
 

龍
見 

昭
廣 

杉
山 

香
代
子 

藤
川 

尚
子 

林 
 

小
百
合 

花
谷 

藤
子 

【
広
報
委
員
会
】 

委
員
長 

 
 
 
 

中
田 

雄
久 

副
委
員
長 

 
 

喜
多 

芳
江 

委
員(

幹
事
兼
務)

豊
田 

恭
子 

委 

員 
 
 
 
 

嶋
田 

純
子 

道
庭 

加
名
江 

 

福
本 

章
雄 

衆議院議員総選挙投票率の推移

66.73%

58.25% 58.58% 59.12%

68.66%
67.32%

0.5

0.55

0.6

0.65

0.7

H5.7.18 H8.10.20 H12.6.25 H15.11.9 H17.9.11 H21.8.30

選挙の執行年

過
日
行
わ
れ
ま
し
た
衆
議
院
議
員
選
挙

（
小
選
挙
区
）
の
投
票
率
の
近
隣
市
比
較
は

左
の
図
の
と
お
り
で
す
。 

ま
た
過
去
の
投
票
率
推
移
は
、
グ
ラ
フ
で

お
示
し
し
た
と
お
り
で
す
。
前
回
と
比
べ
１

ポ
イ
ン
ト
以
上
下
が
っ
て
お
り
ま
す
。 

な
お
、
市
長
選
挙
の
投
票
率
は
（
44.2
％
）
、

県
知
事
選
挙
（
29.99
％
）
と
と
も
に
低
い
値
を

示
し
て
お
り
ま
す
。 

投
票
率
推
移
と
近
隣
市
と
の
比
較

お
世
話
い
た
だ
い
て
い
ま
す
選
挙
管

理
委
員
会
事
務
局
で
は
、こ
の
た
び
つ
ぎ

の
と
お
り
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。 

〈 

転 

出 

〉 

事
務
局
長 

飯
島 

隆
（
危
機
管
理
室

長
） 

係 
 

長 

北
垣
敏
明
（
市
税
収
納
課
係

長
） 

事
務
職
員 

岡
本
晃
一
（
生
活
援
護
課

へ
） 

〈 

転 

入 

〉 

事
務
局
長 

乾
谷 

登
（
危
機
管
理
担
当

部
長
） 

選
管
事
務
局
人
事
異
動
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

お
知
ら
せ

めいすいくんとパチリ 

啓
発
標
語
の
募
集 

今
年
度
も
、
12
月
１
日
か
ら
来
年
１

月
15
日
ま
で
の
間
、
明
る
い
選
挙
啓
発

標
語
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

 

選
挙
権
の
重
要
性
、
選
挙
の
棄
権
防

止
、
政
治
意
識
の
向
上
へ
の
呼
び
か
け
を

目
的
と
し
て
毎
年
実
施
す
る
も
の
で
す
。

 

募
集
方
法
そ
の
他
詳
細
は
、
市
広
報

「
広
報
た
か
ら
づ
か
」
12
月
号
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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  構
成
団
体
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

こ
ん
に
ち
は 
 

宝
塚
商
工
会
議
所
で
す
。 

宝
塚
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
、
宝
塚
商
工
会
議
所
の
活
動
に
ご
理
解
、
ご
支
援
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

私
た
ち
宝
塚
商
工
会
議
所
は
、
今
年
創
立
十
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
前
身

団
体
で
あ
る
宝
塚
市
商
工
会
か
ら
数
え
ま
す
と
約
五
十
年
に
な
り
、
こ
れ
も
ひ
と
え

に
皆
様
方
の
ご
支
援
の
賜
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

◇
「だ
い
す
き
宝
塚
」と
誰
も
が
言
え
る
ま
ち
に 

 
 

私
た
ち
は
、
互
助
互
恵
の
精
神
の
も
と
、
商
工
業
者
が
集
ま
り
、
産
業
や
地
域
の

振
興
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
宝
塚
商
工
会
議
所
に
集
う
会
員
は
皆
、
宝
塚
に
愛

情
を
も
ち
、
宝
塚
で
事
業
を
営
む
こ
と
に
誇
り
を
も
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
気
持
ち
を

何
ら
か
の
形
で
地
域
に
お
返
し
し
、
ま
ち
の
元
気
や
安
心
安
全
に
つ
な
げ
た
い
、
そ

れ
が
私
た
ち
宝
塚
商
工
会
議
所
の
活
動
の
原
動
力
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

 
 

そ
こ
で
、「
人
と
人
、
人
と
自
然
の
つ
な
が
り
」
を
重
視
し
、
ど
ん
な
困
難
に
際
し

て
も
会
員
の
一
致
団
結
し
た
「
仲
間
を
思
い
や
る
心
」
を
基
礎
に
し
、
普
段
の
活
動

の
中
で
で
き
る
こ
と
を
実
践
し
「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
の
手
で
守
り
育
て

る
」
こ
と
を
こ
れ
か
ら
の
十
年
の
活
動
の
柱
と
し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
企
業
が

行
政
や
市
民
と
手
を
携
え
力
を
合
わ
せ
れ
ば
、「
住
み
」「
学
び
」「
働
く
」
こ
と
に
誇

り
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
、
誰
も
が
「
だ
い
す
き
宝
塚
」
と
言
え
る
宝
塚
を
創
る
こ

と
が
で
き
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。 

◇
書
籍
『私
の
宝
塚
』を
発
行
し
ま
す
！ 

 
 

創
立
十
周
年
の
記
念
に
、
宝
塚
へ
の
想
い
を
広
く 

集
め
た
書
籍
『
私
の
宝
塚
』
を
発
行
し
ま
す
。 

今
月
二
十
四
日
の
記
念
式
典
で
お
披
露
目
を
し
、 

年
末
も
し
く
は
年
明
け
に
は
販
売
で
き
る
よ
う
進
め 

て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
手
に
取
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。 

［
お
問
い
合
わ
せ
先
］ 

  

 
  
 

宝
塚
商
工
会
議
所
事
務
局 

  
  
 

電
話
〇
七
九
七
‐
八
三
‐
二
二
一
一 


